
42外交Vol. 94　Nov./Dec. 2025

２
０
１
９
年
に
香
港
で
発
生
し
た
激
し
い
抗
議
活
動
を
鎮
圧
す
る

た
め
、
20
年
６
月
、
中
国
政
府
は
「
香
港
国
家
安
全
維
持
法
（
国
安

法
）」
を
制
定
し
た
。
そ
れ
か
ら
５
年
余
り
、
香
港
で
は
政
治
弾
圧
が

猛
威
を
振
る
っ
た
。
裁
判
所
は
国
安
法
に
の
っ
と
り
、
言
論
活
動
を

罪
に
問
う
判
決
を
連
発
し
て
、
多
く
の
言
論
人
や
民
主
派
政
界
人
、

若
き
社
会
運
動
家
を
監
獄
に
送
っ
た
。
デ
モ
や
集
会
と
い
っ
た
抗
議

活
動
は
ほ
ぼ
姿
を
消
し
た
。
選
挙
制
度
も
中
央
政
府
に
よ
っ
て
一
方

的
に
改
変
さ
れ
、
約
40
年
前
か
ら
地
道
に
積
み
重
ね
ら
れ
て
き
た
民

主
化
は
終
わ
っ
た
。
高
官
と
議
員
の
選
出
は
事
実
上
中
央
政
府
の
意

向
次
第
と
な
り
、
香
港
政
界
人
は
習
近
平
国
家
主
席
へ
の
忠
誠
を
日

常
的
に
叫
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
が
中
央
政
府
の
称
す
る
「
乱
か

ら
治
へ
」
の
実
現
で
あ
る
。
香
港
政
治
は
「
中
国
式
」
の
「
国
安
法

体
制
」
へ
と
転
換
さ
れ
た
。

他
方
、
そ
う
し
た
政
治
の
大
改
造
を
経
た
後
も
、
香
港
経
済
は
今

も
イ
ギ
リ
ス
が
遺
し
た
資
本
主
義
の
法
制
度
の
下
で
動
い
て
い
る
。

返
還
後
の
香
港
は
「
一
国
二
制
度
」
の
下
、
政
治
・
経
済
・
社
会
の

多
方
面
で
イ
ギ
リ
ス
式
資
本
主
義
体
制
を
維
持
し
て
き
た
。
し
か
し

国
安
法
体
制
下
の
香
港
に
お
い
て
は
、
政
治
は
中
国
式
の
共
産
党
支

配
、
経
済
は
国
際
性
の
あ
る
資
本
主
義
体
制
と
い
う
二
つ
の
体
制
が

同
居
す
る
、
い
わ
ば
「
一
都
市
二
制
度
」
の
状
態
に
置
か
れ
た
。
そ

の
下
で
の
香
港
政
府
の
次
な
る
目
標
は
、
経
済
の
さ
ら
な
る
発
展
、

す
な
わ
ち
「
治
か
ら
興
へ
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

香
港
の
経
済
力
を
、
国
策
で
あ
る
「
中
国
式
現
代
化
」
に
利
用
す

る
と
い
う
習
近
平
の
「
中
国
夢
」
は
実
現
で
き
る
の
か
。
国
安
法
体

香
港「
中
国
式
」開
発
は
浸
透
す
る
か

政
治
は
共
産
党
支
配
、
経
済
は
資
本
主
義
体
制
。「
一
都
市
二
制
度
」
の

香
港
で
、
経
済
分
野
で
も
「
中
国
式
」
統
制
が
強
ま
る
。

・
行
政
主
導
で
北
部
都
会
区
に
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
興
す
計
画
が

・
巨
額
の
投
資
を
求
め
ら
れ
苦
悩
す
る
民
間
企
業

・
強
み
の
サ
ー
ビ
ス
業
へ
の
視
点
を
欠
く
産
業
政
策
に
批
判
も

立
教
大
学
教
授

倉
田 

徹

く
ら
た　
と
お
る　
２
０
０
８
年
東
京
大
学
大
学
院

総
合
文
化
研
究
科
博
士
課
程
修
了
。
博
士
（
学
術
）。

専
門
は
現
代
中
国
・
香
港
政
治
。
在
香
港
総
領
事
館

専
門
調
査
員
、金
沢
大
学
准
教
授
な
ど
を
経
て
現
職
。

著
書
に
『
中
国
返
還
後
の
香
港
』『
香
港
政
治
危
機
』

な
ど
。
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制
下
の
香
港
で
今
起
き
て
い
る
、
政
治
と
経
済
の
関
係
の
変
化
に
つ

い
て
見
て
い
く
。

「
自
由
放
任
」
と
工
業
の
衰
退

香
港
は
戦
後
輸
出
産
業
で
大
き
く
成
長
し
、
韓
国
・
台
湾
・
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
と
と
も
に
「
ア
ジ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｅ
ｓ
（
新
興
工
業
経
済
地
域
）」

と
称
さ
れ
た
。
し
か
し
、
１
９
８
０
年
代
以
降
、
香
港
の
工
業
は
急

速
に
衰
え
た
。
そ
の
主
因
は
78
年
、
中
国
で
改
革
・
開
放
政
策
が
始

ま
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
土
地
と
労
働
の
コ
ス
ト
が
圧
倒
的
に
安
い

中
国
大
陸
が
外
資
に
開
か
れ
る
と
、
香
港
の
工
業
は
あ
ら
か
た
大
陸

に
移
転
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
製
造
業
が
香
港
の
国
内
総
生
産

（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）に
占
め
る
割
合
は
返
還
後
も
減
少
を
続
け
、２
０
２
３
年

に
は
１・０
％
に
ま
で
低
下
し
た
。

し
か
し
、
工
業
衰
退
の
要
因
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
香
港
政
府

の
政
策
に
も
問
題
が
あ
っ
た
と
、
近
年
し
ば
し
ば
論
じ
ら
れ
る
。
か

つ
て
香
港
は
、政
府
に
よ
る
経
済
へ
の
干
渉
の
少
な
い「
自
由
放
任
」

経
済
で
知
ら
れ
た
。
自
由
貿
易
や
低
税
率
の
「
小
さ
な
政
府
」
政
策

は
、
商
業
や
金
融
業
に
と
っ
て
理
想
的
環
境
で
、
香
港
は
工
業
の
移

転
後
も
サ
ー
ビ
ス
業
で
発
展
を
続
け
、
ア
ジ
ア
の
国
際
金
融
セ
ン
タ

ー
へ
と
飛
躍
し
た
。
世
界
最
高
水
準
と
も
言
わ
れ
た
不
動
産
価
格
の

高
騰
を
受
け
、
開
発
業
者
は
巨
利
を
得
て
財
閥
へ
と
成
長
し
た
。
一

方
、
政
府
が
特
定
の
産
業
に
投
資
し
、
育
成
す
る
政
策
を
と
ら
な
か

っ
た
結
果
、香
港
の
工
業
は
高
度
化
の
波
に
乗
り
遅
れ
た
。「
自
由
放

任
」
は
、
工
業
と
必
ず
し
も
相
性
が
良
く
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

香
港
返
還
後
、
中
国
政
府
は
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
時
に
不
満

を
表
し
て
き
た
。
政
府
が
強
力
に
主
導
し
、
異
論
を
排
し
て
国
策
に

基
づ
く
開
発
を
推
し
進
め
て
き
た
中
国
共
産
党
政
権
か
ら
見
れ
ば
、

香
港
政
府
の
放
任
的
な
態
度
は
怠
惰
な
「
寝
そ
べ
り
」
に
見
え
た
。

特
に
習
近
平
は
、
ハ
イ
テ
ク
な
ど
の
「
新
質
生
産
力
」
に
よ
る
「
中

国
式
現
代
化
」
を
国
策
と
す
る
一
方
、「
家
は
住
む
も
の
で
あ
り
、
投

機
の
対
象
で
は
な
い
」
と
述
べ
、
不
動
産
業
を
軽
視
す
る
。
共
産
党

系
メ
デ
ィ
ア
か
ら
は
、
し
ば
し
ば
香
港
政
府
に
経
済
政
策
の
転
換
を

求
め
る
声
が
上
が
っ
た
。
こ
う
し
た
北
京
の
意
向
を
踏
ま
え
て
か
、

返
還
後
の
歴
代
行
政
長
官
も
、「
ハ
イ
テ
ク
化
」
や
「
再
工
業
化
」
な

ど
を
掲
げ
て
さ
ま
ざ
ま
な
政
策
を
試
行
し
た
が
、
す
で
に
大
き
く
後

れ
を
と
っ
た
香
港
の
工
業
が
、
再
び
花
開
く
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

北
部
都
会
区
の
「
中
国
式
」
開
発

国
安
法
の
制
定
に
よ
り
、
香
港
政
府
は
さ
ら
に
厳
格
な
北
京
の
統

制
の
下
に
置
か
れ
た
。
デ
モ
や
抗
議
活
動
も
姿
を
消
し
、
開
発
に
反

対
す
る
声
も
封
じ
ら
れ
た
。
こ
の
状
況
下
の
香
港
で
「
中
国
式
」
開

発
政
策
が
加
速
さ
れ
る
の
は
必
然
で
あ
っ
た
。
２
０
２
１
年
10
月
７
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日
、
当
時
の
林キ

ャ
リ
ー
・
ラ
ム

鄭
月
娥
行
政
長
官
は
「
北
部
都
会
区
」
構
想
を
発
表

し
た
。
20
年
を
か
け
て
深
圳
と
隣
接
す
る
香
港
北
部
の
３
０
０
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
従
来
開
発
が
遅
れ
て
い
た
北

部
を
深
圳
と
融
合
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
誘
致
で
あ
る
。
周
知
の
通
り
、

深
圳
は
華

フ
ァ
ー
ウ
ェ
イ
為
や
騰テ

ン
セ
ン
ト訊が
本
拠
を
置
く
、
中
国
で
も
最
大
の
ハ
イ
テ
ク

都
市
で
あ
り
、
人
口
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
規
模
で
も
す
で
に
香
港
を
上
回
る
。

中
国
政
府
は
広
東
省
・
香
港
・
マ
カ
オ
を
一
体
化
さ
せ
る
「
グ
レ
ー

タ
ー
・
ベ
イ
エ
リ
ア
（
大
湾
区
）
構
想
」
を
推
進
し
て
き
た
が
、
北

部
都
会
区
も
そ
の
方
向
性
に
沿
い
、
深
圳
と
の
協
働
を
強
く
意
識
す

る
。
こ
れ
ま
で
香
港
の
中
心
は
南
部
の
香
港
島
に
あ
っ
た
が
、
北
部

都
会
区
の
実
現
に
よ
り
、
香
港
は
「
南
に
金
融
、
北
に
ハ
イ
テ
ク
」

の
二
つ
の
中
心
を
持
つ
都
市
に
な
る
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
規
模
の
開
発
と
産
業
の
誘
致
は
、
香
港
政

府
に
と
っ
て
経
験
の
な
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
中
国
の
や
り
方
に
倣
っ
た
新
し
い
政
策
を
取
り
入
れ
よ
う
と
し
て

い
る
。
ま
ず
、
法
制
度
の
発
想
転
換
で
あ
る
。「
中
国
式
」
開
発
は
、

「
中
国
速
度
」
と
も
言
わ
れ
る
ス
ピ
ー
ド
を
看
板
と
す
る
。「
総
加
速

師
」
と
も
称
さ
れ
る
習
近
平
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
は
、
行
政
手
続

き
を
簡
素
化
し
て
工
期
を
短
縮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
た
め
香
港

政
府
は
、
北
部
都
会
区
向
け
の
特
別
立
法
で
政
府
の
権
限
を
拡
大
す

る
、立
法
会
の
審
査
を
受
け
ず
に
財
政
支
出
で
き
る
ル
ー
ト
を
作
る
、

土
地
・
税
制
・
建
築
許
可
な
ど
に
お
け
る
優
遇
政
策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を

制
定
す
る
と
い
っ
た
、
特
別
な
ア
レ
ン
ジ
を
導
入
す
る
と
し
て
い

る
。「

加
速
」
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、「
中
国
式
」
基
準
の
導
入
が
挙

げ
ら
れ
る
。
今
年
９
月
12
日
、
香
港
政
府
は
「
香
港
鉄
道
基
準
」
を

制
定
す
る
と
発
表
し
た
。
中
国
を
含
む
世
界
の
鉄
道
の
安
全
基
準
を

参
考
に
、
設
計
・
建
材
・
施
工
な
ど
の
基
準
を
設
定
す
る
模
様
だ
が
、

鉄
道
大
国
で
大
量
生
産
が
可
能
な
中
国
の
技
術
と
資
源
を
活
用
で
き

れ
ば
、
工
期
と
費
用
を
３
割
減
ら
せ
る
と
も
さ
れ
、「
中
国
式
」
を
念

頭
に
置
い
た
基
準
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
で
あ
ろ
う
。

特
定
産
業
に
対
す
る
大
き
な
傾
斜
も
「
中
国
式
」
で
あ
る
。
従
来

香
港
政
府
は
、「
先
に
勝
者
を
決
め
な
い
」「
公
平
な
競
争
」
を
旨
と

し
、
先
述
の
と
お
り
、
産
業
政
策
を
欠
い
て
い
た
。
し
か
し
北
部
都

会
区
は
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
誘
致
す
る
と
明
確
に
し
て
い
る
。
こ
の
た

め
、
特
定
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
企
業
に
聞
き
取
り
を
し
、
オ
ー
ダ
ー
メ
イ

ド
の
政
策
を
提
供
す
る
と
し
て
い
る
。

「
そ
ろ
ば
ん
」
か
「
愛
」
か

問
題
は
、
こ
の
開
発
に
一
体
ど
れ
だ
け
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
れ

を
誰
が
負
担
す
る
か
で
あ
る
。
計
画
に
は
、
５
本
の
鉄
道
、
92
万
戸
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の
住
宅
な
ど
の
建
設
が
含
ま
れ
る
。
総
開
発
面
積
の
３
０
０
平
方
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
は
、
香
港
の
既
存
の
全
市
街
地
面
積
に
匹
敵
す
る
。
当

然
巨
額
の
予
算
が
必
要
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
２
０
２
１
年
に
初

め
て
北
部
都
会
区
計
画
が
発
表
さ
れ
た
際
、
政
府
は
総
工
費
の
見
通

し
を
示
さ
な
か
っ
た
。

現
在
、
香
港
政
府
は
財
政
難
に
陥
っ
て
い
る
。
従
来
は
、
公
有
地

の
売
却
や
印
紙
税
な
ど
、
不
動
産
開
発
関
連
の
潤
沢
な
収
入
を
得
る

こ
と
で
、
財
政
黒
字
を
続
け
て
い
た
。
し
か
し
近
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍

へ
の
対
策
費
用
と
、
そ
の
後
の
不
動
産
不
況
に
よ
る
収
入
減
か
ら
、

一
転
し
て
大
幅
な
財
政
赤
字
に
苦
し
ん
で
い
る
。
少
子
高
齢
化
も
深

刻
で
、
社
会
福
祉
関
連
の
支
出
も
増
大
し
て
い
る
た
め
、
す
で
に
香

港
財
政
は
構
造
赤
字
に
陥
っ
て
い
る
と
も
指
摘
さ
れ
る
。

今
年
度
の
予
算
で
は
、
大
陸
か
ら
の
留
学
生
を
大
量
に
受
け
入
れ

た
こ
と
よ
る
学
費
収
入
の
増
加
で
潤
う
各
大
学
に
命
じ
て
政
府
に

「
返
金
」
さ
せ
る
と
い
っ
た
、
史
上
初
の
措
置
ま
で
発
動
さ
れ
た
。
ま

た
、
香
港
島
西
の
沖
合
に
大
規
模
な
人
工
島
を
造
り
開
発
す
る
と
い

う
、
北
部
都
会
区
と
並
ぶ
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
あ
っ
た
が
、
こ
ち
ら

は
事
実
上
頓
挫
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
ん
な
中
で
も
、「
国
策
」
で

あ
る
北
部
都
会
区
開
発
は
聖
域
で
あ
る
。
陳
茂
波
財
政
長
官
は
、
債

券
を
発
行
し
て
北
部
都
会
区
の
開
発
の
ス
ピ
ー
ド
を
維
持
す
る
と
し

て
い
る
。

そ
こ
で
政
府
が
頼
る
の
は
企
業
の
財
布
で
あ
る
。
中
国
政
府
は
自

ら
政
治
力
を
発
揮
し
、
財
界
に
動
員
を
か
け
た
。
24
年
11
月
８
日
、

北
京
に
お
け
る
香
港
問
題
担
当
部
署
の
ト
ッ
プ
で
あ
る
夏
宝
龍
香
港

マ
カ
オ
事
務
弁
公
室
主
任
が
深
圳
で
「
座
談
会
」
を
開
催
し
、
行
政

長
官
以
下
多
数
の
香
港
政
府
高
官
と
、
主
要
な
香
港
企
業
の
経
営
層

の
多
数
が
集
め
ら
れ
た
。
参
加
し
た
29
名
の
財
界
人
は
そ
れ
ぞ
れ
10

分
ず
つ
、
夏
宝
龍
の
面
前
で
、
自
社
の
現
在
と
将
来
の
香
港
で
の
投

資
計
画
を
説
明
す
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
求
め
ら
れ
た
。
聞
き

取
り
を
終
え
た
夏
宝
龍
は
、
習
近
平
が
か
つ
て
香
港
の
企
業
家
に
送

っ
た
、
投
資
に
よ
る
国
家
へ
の
貢
献
を
称
賛
す
る
手
紙
な
ど
を
引
き

な
が
ら
、香
港
財
界
は
香
港
の
経
済
発
展
の
主
力
で
あ
り
、「
実
際
の

行
動
で
愛
国
心
と
香
港
愛
を
示
せ
」
と
述
べ
、
北
部
都
会
区
な
ど
へ

の
投
資
を
促
し
た
と
い
う
。

中
国
と
香
港
に
対
す
る
投
資
が
愛
国
心
の
尺
度
で
あ
る
と
の
宣
言

は
、財
界
に
と
っ
て
間
違
い
な
く
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
と
な
る
。し
か
し
、

イ
ギ
リ
ス
統
治
期
以
来
、
資
本
主
義
の
自
由
経
済
の
下
で
現
在
を
築

い
た
香
港
財
界
は
、
政
治
の
圧
力
に
無
条
件
に
従
っ
て
行
動
す
る
よ

う
な
存
在
で
は
な
い
。
夏
宝
龍
の
発
言
に
対
し
、
か
つ
て
中
国
で
の

衣
類
製
造
業
で
富
を
な
し
た
大
企
業
の
御
曹
司
で
、
後
に
香
港
政
府

の
政
務
長
官
な
ど
も
歴
任
し
た
唐
英
年
は
講
演
で
、
香
港
財
界
は
国

を
愛
す
る
が
、
採
算
も
合
わ
な
い
と
い
け
な
い
、
政
府
の
一
方
的
な
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願
望
で
実
際
の
行
動
を
求
め
る
べ
き
で
は
な
い
な
ど
と
述
べ
、
経
済

界
の
懐
疑
的
な
態
度
を
代
弁
し
た
。
こ
れ
に
対
し
李
家
超
行
政
長
官

は
、「
習
近
平
の
手
紙
」の
精
神
を
財
界
は
心
か
ら
理
解
し
て
欲
し
い

と
し
、
重
要
な
の
は
、
単
な
る
商
業
的
決
定
な
の
か
、
そ
れ
と
も
子

孫
の
た
め
に
こ
の
地
に
「
愛
」
を
示
し
た
い
の
か
で
あ
る
と
改
め
て

強
調
し
た
。

香
港
の
民
間
企
業
は
当
然
常
に
そ
ろ
ば
ん
を
は
じ
く
が
、
中
国
政

府
と
の
関
係
に
も
配
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
中
国
政
府
と
香

港
政
府
は
「
愛
国
心
」
と
い
う
名
の
圧
力
を
か
け
る
が
、
自
由
経
済

の
下
に
あ
る
企
業
の
決
定
を
直
接
左
右
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両

者
の
微
妙
な
間
合
い
と
緊
張
感
の
下
で
、駆
け
引
き
は
続
い
て
い
る
。

24
年
11
月
29
日
、
多
く
の
有
名
企
業
代
表
が
香
港
政
府
本
部
に
集
め

ら
れ
、
一
斉
に
「
北
部
都
会
区
開
発
支
持
・
参
与
意
向
書
」
に
署
名

す
る
儀
式
が
開
催
さ
れ
た
。
85
の
企
業
が
署
名
し
、
う
ち
中
国
企
業

が
58
社
、
香
港
企
業
が
25
社
を
占
め
、
外
資
は
２
社
で
あ
っ
た
。
李

家
超
以
下
の
香
港
政
府
高
官
や
、
共
産
党
の
香
港
出
先
機
関
の
ト
ッ

プ
な
ど
の
前
で
、
ひ
な
壇
状
に
並
べ
ら
れ
た
そ
う
そ
う
た
る
企
業
の

代
表
が
、
サ
イ
ン
し
た
意
向
書
を
広
げ
て
記
念
撮
影
し
た
様
子
は
圧

巻
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
支
持
の
「
意
向
」
表
明
で
あ
り
、

投
資
額
や
投
資
対
象
な
ど
の
具
体
的
な
内
容
は
な
い
。
彼
ら
が
応
札

す
る
か
否
か
は
未
知
数
で
あ
る
。

不
景
気
は
「
シ
ャ
ツ
の
シ
ミ
」
な
の
か

そ
も
そ
も
、
習
近
平
が
ハ
イ
テ
ク
を
好
み
、
不
動
産
投
機
を
嫌
う

に
し
て
も
、
そ
の
発
想
を
商
業
都
市
で
あ
る
香
港
「
特
別
行
政
区
」

に
ま
で
広
げ
る
の
は
合
理
的
な
の
か
。
先
述
の
と
お
り
、
返
還
後
の

香
港
で
ハ
イ
テ
ク
化
は
挫
折
を
重
ね
て
き
た
。
隣
接
す
る
深
圳
が
す

で
に
技
術
力
で
香
港
を
圧
倒
す
る
状
況
で
、
土
地
や
人
件
費
な
ど
の

コ
ス
ト
で
も
深
圳
よ
り
劣
る
香
港
が
ハ
イ
テ
ク
に
「
新
規
参
入
」
し

た
と
し
て
、
勝
機
は
あ
る
の
か
。

２
０
１
７
年
ま
で
香
港
政
府
の
財
政
長
官
を
務
め
た
曽
俊
華
は
、

北
部
都
会
区
を
前
面
に
押
し
出
し
た
今
年
９
月
17
日
の
李
家
超
の
施

政
方
針
演
説
を
聴
い
て
も
、
人
々
に
将
来
の
香
港
経
済
の
確
実
な
活

路
は
見
え
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
疑
問
を
呈
し
た
。
Ｉ
Ｔ
の
発
展
は

支
持
す
る
が
、
香
港
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
過
半
を
占
め
る
商
業
・
貿
易
・
物

流
・
金
融
を
離
れ
て
香
港
経
済
の
発
展
は
あ
り
得
な
い
、
な
ぜ
香
港

経
済
の
最
大
の
強
み
を
生
か
さ
な
い
の
か
と
曽
俊
華
は
述
べ
る
。

今
、
香
港
市
民
か
ら
広
く
聞
か
れ
る
の
は
、
商
業
の
不
調
を
訴
え

る
切
実
な
声
で
あ
る
。
ピ
ー
ク
の
18
年
に
４
８
５
２
億
香
港
ド
ル
に

達
し
た
小
売
業
の
総
売
上
額
は
、
24
年
に
は
３
７
６
８
億
ド
ル
ま
で

落
ち
込
ん
だ
。
大
陸
か
ら
の
「
爆
買
い
」
客
が
コ
ロ
ナ
後
も
戻
ら
ず
、

他
方
で
、
香
港
人
が
物
価
の
安
い
深
圳
に
出
か
け
て
買
い
物
す
る
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「
北
上
消
費
」が
ブ
ー
ム
と
な
り
、香
港
で
は
レ
ス
ト
ラ
ン
や
商
店
の

廃
業
が
相
次
ぎ
、
失
業
率
も
じ
わ
じ
わ
と
上
昇
し
て
い
る
。
株
価
は

今
年
に
入
り
回
復
傾
向
で
、
中
国
企
業
の
新
規
上
場
に
よ
っ
て
市
場

は
活
況
を
呈
し
て
い
る
も
の
の
、
今
秋
史
上
最
高
値
を
連
日
の
よ
う

に
更
新
し
続
け
た
日
本
株
と
異
な
り
、
今
年
10
月
初
め
時
点
の
ハ
ン

セ
ン
株
価
指
数
は
２
万
７
０
０
０
ポ
イ
ン
ト
前
後
と
、
18
年
の
史
上

最
高
値
で
あ
る
３
万
３
４
８
４
ポ
イ
ン
ト
ま
で
は
ま
だ
距
離
が
あ

る
。
多
く
の
面
で
、
抗
議
活
動
と
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
18
年
の
水
準
を

回
復
で
き
な
い
香
港
の
現
状
を
、「
史
上
最
長
の
不
景
気
」と
評
す
る

経
済
学
者
も
い
る
。

現
実
を
見
れ
ば
、
開
発
の
成
否
も
最
終
的
に
は
香
港
の
景
気
に
か

か
っ
て
い
る
と
も
言
え
る
。
林
鄭
月
娥
は
北
部
都
会
区
構
想
の
発
表

当
時
、
自
身
の
経
験
に
照
ら
せ
ば
、
香
港
で
最
も
富
を
作
り
出
せ
る

の
は
土
地
で
あ
る
か
ら
、
土
地
の
開
発
で
損
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な

い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
１
９
９
０
年
を
１
０
０
と
す
る
住
宅
価

格
指
数
は
、２
０
１
８
年
７
月
の
３
９
４・８
か
ら
、25
年
３
月
の
２

８
４・９
ま
で
下
が
っ
た
。地
価
低
迷
を
前
に
、多
く
の
開
発
業
者
は

新
規
事
業
に
及
び
腰
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
香
港
政
府
は
こ
う
し
た
不
景
気
を
、
経
済
の
構
造
転
換
に

伴
う
必
然
的
な
痛
み
と
称
し
、
市
民
に
受
忍
を
求
め
続
け
て
い
る
。

施
政
方
針
演
説
の
後
、
ラ
ジ
オ
出
演
し
た
李
家
超
に
対
し
、
多
く
の

聴
衆
が
電
話
で
不
景
気
の
苦
境
を
訴
え
た
。
そ
の
際
李
家
超
は
、
自

身
の
子
ど
も
の
頃
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
た
。
あ
る
日
、
白
い
シ

ャ
ツ
を
着
て
学
校
に
行
っ
た
と
こ
ろ
、
李
家
超
は
先
生
か
ら
シ
ャ
ツ

に
黒
い
シ
ミ
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
、
悔
し
く
て
泣
い
て
し
ま
っ
た
。

す
る
と
先
生
は
「
シ
ャ
ツ
全
体
は
白
い
ん
だ
か
ら
、
そ
ん
な
に
悲
し

ま
な
い
で
」
と
慰
め
た
と
い
う
。
私
た
ち
香
港
に
は
ま
だ
多
く
の
良

い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
悲
観
す
る
な
と
述
べ
た
の
だ
。

カ
ナ
ダ
の
フ
レ
ー
ザ
ー
研
究
所
は
、
今
年
９
月
25
日
に
発
表
し
た

25
年
版
の
世
界
の
経
済
自
由
度
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
香
港
を
世

界
１
位
と
評
価
し
た
。シ
ャ
ツ
全
体
は
確
か
に
今
も
白
い
。し
か
し
、

同
研
究
所
は
「
黒
い
シ
ミ
」
を
指
摘
す
る
こ
と
も
忘
れ
て
い
な
い
。

報
告
書
は
香
港
の
規
制
・
法
制
度
・
財
産
権
に
対
す
る
点
数
が
悪
化

し
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ
の
原
因
が
「
２
０
２
０
年
の
悪
名
高
い
国

安
法
に
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
く
、
同
法
は
中
国
の
『
一
国
二
制
度
』

の
約
束
を
終
わ
ら
せ
た
よ
う
に
見
え
る
」
と
記
し
た
。

習
近
平
は
「
一
国
二
制
度
」
を
「
良
い
制
度
」
と
称
し
、
こ
れ
を

長
期
に
わ
た
り
維
持
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
し
か
し
、
政
治
が
劇
変

を
と
げ
た
結
果
、
香
港
の
政
策
立
案
の
発
想
と
方
法
は
大
き
く
転
換

し
て
い
る
。
こ
の
政
府
の
下
で
、
自
由
な
市
場
経
済
は
い
つ
ま
で
維

持
で
き
る
の
か
。
黒
い
シ
ミ
が
白
い
シ
ャ
ツ
を
覆
い
尽
く
す
こ
と
は

な
い
の
か
。
香
港
は
岐
路
に
立
っ
て
い
る
。


